
















 【要約】 :近年、女性の精神保健に対する関心が高まる中で、少子化傾向対策の一環と

して子育て支援と妊産婦のエモーショナル・サポートが注目されている。  しかし、産後

うつ病を含めた妊産褥婦のこころの不健康状態に対する日本のサービス体制は、欧米に比

較しても、立ち後れていることは否めない。そこで、公的保健機関における母子精神保健

サービスの現状を把握し、今後活用できる母子精神保健プログラムを策定した。


